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 掲題のイベントを以下の様に開催しましたので報告します。 

 

1. イベント概要 

(1) 開催日時： 2025 年 8 月 29 日(金) 14:30-15:30 

(2) 場所：   東京理科大学同窓会館 7 階第 4 会議室 

(3) 主催：   SICE-FES 2025 Japan Node 

(4) 担当者：  SICE-DIA 家入祐也（早稲田大学、座⾧）、 

      SICE-DIA 松山科子（東京エレクトロン・田中精密工業）、 

SICE-DIA 浅井徹（中部大学）、 

SICE-DIA 清水佳子（電力中央研究所） 

(5) 参加者数： 約 15 名（多くが 40 歳未満の若手研究者・学生） 

      タイの参加者はゼロであり、完全に対面でのイベントとなった。 

 

2. 交流会の概要 

参加者は 3 つのグループに別れて、班別交流会を行った。交流会では、各自が事前

に準備した自己紹介シート（下図参照）が利用された。シートを活用した自己紹介

からはじまり、他の参加者が質問・共感・交流することをアイスブレイキングとし

て、その後フリートークによる交流へと移っていった。 

交流会では、活発な情報交換や話題提供があった。多くの参加者が楽しそうに交流

していることが印象的であり、研究に関する話はもちろんであるが、趣味の話や、

就職に関する話、海外での生活に関する話など、話題は多岐にわたっていた。交流

が進む中で、「○○に関する共同研究とかもありそうですね」や「○○について、

また今度話を聞かせてください」のような、将来の交流に向けたきっかけとなる会

話も散見され、若手交流会の可能性を感じることができた。 

 



 
図１：自己紹介シート（家入の例） 

 

3. アンケート結果（回答者７名，一部抜粋） 

＜若手向けキャリア・パス講演会＞ 

 

 
 



◆若手向けイベントで，他に聞いてみたいテーマがあれば，教えてください． 

 アカデミアに進んだ理由、企業に進まなかった理由など、キャリア設計について 

 異業種コラボ、留学の話題 

 民間における博士の活用の仕方/大学の属性や環境による方向性の違い 

 

＜若手交流会＞ 

 

 

 



 

 
 

◆今回の若手交流会に関する感想を教えてください． 

 明るい雰囲気で話せたので良かったです。テーマが良かったと思います。 

 準備いただき、ありがとうございました！楽しかったです。 

 3 人のみとの交流になったのが残念、紙も複数印刷されていたのでシートの交換

だけでも出来たらよかった 

 楽しく交流できました 

 先輩方の中でも、年代が近めの方との交流は新鮮だった。研究の話だけでなく、

雑談らしい雑談ができたのは大変よかった。また、話すための材料が事前に準備

されていたこともよかった。もう少し他の方々ともお話しする機会があればと感

じた。 

 

◆今後の若手研究者向け企画について，ご意見・ご要望があればお書きください．   

 班だけでなく全体の交流時間があってもよかったかも 

 この形のシンプルな交流会が広がっていけばと思う。学会期間中にあれば大変面

白いと感じた。 


